SURGICAL REPORT

Patient's name:
 



Diagnosis for surgery: 左示指変形性DIP関節症

Surgical procedure: 観血的関節固定術、骨移植術

Date: 

Surgeon:

　Supervisor:

　　　Assistants: 

Anesthesiologist: Dr.



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 
Blood loss:


Blood transfusion: 

Transfusion: ml


Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

全麻下に患者を仰臥位としてイソジンで消毒した。左示指のみを駆血後に手術を開始した。示指の橈側爪縁～DIP関節～PIP関節尺側にいたるS字状の皮切を加えた。皮下組織を尖刃で鋭的に切離して伸筋腱を展開した。伸筋腱を尖刃で縦切してDIP関節包を展開した。関節包を切離して関節内を展開した。剪刀でDIP関節側副靭帯を切離した。伸筋腱橈側繊維をDIP関節から10mm中枢で横切した。伸筋腱を側方に排除しながらDIP関節を屈曲して、中節骨関節面を展開した。リウエルを用いて関節軟骨を切除した。末節骨関節軟骨はsteel burrを用いて切除した。リウエルおよびsteel burrを用いてDIP関節面をcup and cone状に成型した。

DIP関節を屈曲20度で仮固定した。骨片間の適合性が良好であることを確認した。この状態を保持したまま、0.9mm ガイドワイヤーをDIP関節面から約10mm中枢の中節骨背側から末節骨に向けて刺入した。回旋変形が無いことを確認した後、このガイドワイヤーと平行にもう1本のガイドワイヤーを刺入した。用手的にtapered drillでドリリングした後、Acutrak 2 micro /16mmを、中節骨背側皮質を破壊しないよう慎重に刺入した。Screwが完全に中節骨内に埋没するまで刺入した。透視下に正面・側面像でDIP関節が至適な状態で固定されていることを確認した。術野を洗浄後、関節包および伸筋腱を4-0 ナイロンで、皮膚を4-0 ナイロンで縫合した。術後は示指から手部のシーネ固定とした。

使用した内固定材料

小林メデイカル

Acutrak 2 micro /16mm

